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第
九
十
七 

  
 

研
究
者
た
ち 

   
 
 
 
 

一 
  

一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
研
究
者
た
ち
を
書
き
留
め
て
お
く
。 

  

後
藤
以
紀 

 

一
九
〇
五
年
（
明
治
三
十
八
）
に
生
ま
れ
、
二
七
年
東
京
帝
国
大

学
工
学
部
電
気
工
学
科
を
卒
業
し
た
。
電
気
試
験
所
に
入
り
、
三
四

年
東
京
帝
国
大
学
か
ら
工
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。
四
八
年

電
気
試
験
所
電
力
部
長
、
五
二
年
所
長
、
六
〇
年
工
業
技
術
院
長
、

六
一
年
東
京
工
業
大
学
教
授
、
六
五
年
明
治
大
学
教
授
。
六
三
年
か

ら
六
五
年
ま
で
情
報
処
理
学
会
長
。 

 

専
攻
は
電
力
工
学
だ
っ
た
が
、
電
気
試
験
所
第
二
部
部
長
技
師
だ

っ
た
大
橋
幹
一
が
一
九
三
八
年
に
発
表
し
た
「
遅
れ
を
考
慮
し
た
継

電
器
回
路
理
論
」
を
応
用
し
た
論
理
関
数
方
程
式
を
考
案
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
を
実
証
す
る
た
め
に
リ
レ
ー
回
路
を
開
発
し
た
。 

こ
の
解
法
理
論
が
駒
宮
安
男
に
よ
っ
て
電
気
計
算
回
路
理
論
に
応
用

さ
れ
、「
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｉ
」
に
実
装
さ
れ
た
。 

  

駒
宮
安
男 

 

一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
）
に
生
ま
れ
、
四
四
年
東
京
帝
国
大
学

工
学
部
電
気
工
学
科
を
卒
業
し
て
電
気
試
験
所
基
礎
部
に
入
っ
た
。

東
大
在
学
中
に
併
任
教
授
だ
っ
た
後
藤
以
紀
に
師
事
し
、
入
所
後
は

後
藤
に
よ
る
論
理
関
数
方
程
式
の
解
法
理
論
を
リ
レ
ー
に
よ
る
論
理

演
算
回
路
に
応
用
し
た
。
東
京
大
学
か
ら
工
学
博
士
の
学
位
を
授
与

さ
れ
た
の
は
こ
の
功
績
に
よ
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
成
果
を
も
と
に
五
二
年
か
ら
末
包
良
太
と
と
も
に
、
後
藤
の

指
導
の
も
と
で
リ
レ
ー
式
自
動
計
算
機
「
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅰ
」

を
完
成
し
た
。
次
い
で
大
型
自
動
計
算
機
「
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―

Ⅱ
」
を
五
五
年
十
一
月
に
完
成
し
た
。 

 

五
六
年
同
試
験
所
物
理
部
応
用
数
学
課
長
、
制
御
部
長
、
電
子
部

品
部
長
、
電
子
技
術
総
合
研
究
所
電
子
デ
バ
イ
ス
部
長
を
経
て
八
〇

年
九
州
大
学
教
授
と
な
り
、
大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
で
情
報
シ

ス
テ
ム
学
を
担
当
し
た
。
八
六
年
明
治
大
学
教
授
、
九
三
年
没
。 

  
高
橋 

茂 
 

一
九
二
一
年
（
大
正
十
）
四
月
一
日
生
ま
れ
と
い
う
か
ら
、
山
下

英
男
と
二
十
二
歳
、
和
田
弘
と
七
歳
の
差
が
あ
る
。
四
四
年
九
月
に

慶
應
義
塾
大
学
の
工
学
部
電
気
工
学
科
を
卒
業
し
、
電
気
試
験
所
第

五
部
（
後
の
材
料
部
）
に
入
り
、
終
戦
を
迎
え
た
。 
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五
四
年
七
月
、
電
気
試
験
所
電
子
部
に
移
っ
て
、
和
田
弘
の
も
と

で
「
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅲ
」
を
完
成
さ
せ
、
次
い
で
西
野
博
二
、

相
磯
秀
夫
、
松
崎
磯
一
な
ど
と
と
も
に
五
七
年
十
一
月
「
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅳ
」
を
完
成
さ
せ
た
。 

 

機
械
翻
訳
シ
ス
テ
ム
「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
は
、
高
橋
が
設
計
を
担

当
し
て
い
る
。 

 

五
九
年
二
月
、
折
か
ら
高
橋
は
ユ
ネ
ス
コ
の
国
際
計
数
セ
ン
タ

（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
か
ら
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
の
資
格
を
与
え
ら
れ
、
約
一
年

間
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
高
橋
は
出
発
日

が
近
づ
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
開
発
に
没
頭
し
た
。 

 

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
「
Ｉ 

ｌ
ｉ
ｋ
ｅ 
ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
」
を
「
ワ
レ

ガ
・
オ
ン
ガ
ク
ヲ
・
コ
ノ
ム
」
と
翻
訳
で
き
た
の
は
出
発
前
日
の
夕

方
だ
っ
た
、
と
い
う
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。 

 

の
ち
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
）
四
月
、
請
わ
れ
て
日
立
製
作
所
に

移
り
、「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
８
０
０
０
」
シ
リ
ー
ズ
、
日
本
電
信
電
話
仕

様
の
電
子
計
算
機
「
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
」、
初
期
の
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
「
Ｈ

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
」
な
ど
の
計
画
・
開
発
を
担
当
し
、
日
立
の

電
子
計
算
機
事
業
の
基
礎
を
固
め
た
。 

 

八
〇
年
に
日
立
を
退
社
し
筑
波
大
学
教
授
と
な
り
、
八
六
年
に
東

京
工
科
大
学
が
設
立
さ
れ
る
と
と
も
に
情
報
工
学
科
主
任
教
授
、
副

学
長
を
経
て
九
六
年
六
月
学
長
を
務
め
た
。 

 

 

西
野
博
二 

 

一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
）
広
島
市
に
生
ま
れ
、
四
七
年
九
月
大

阪
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
を
卒
業
し
て
、
商
工
省
電
力
局
に
入
っ

た
。
翌
四
八
年
電
気
試
験
所
材
料
部
に
移
籍
し
、
こ
こ
で
誘
電
体
の

理
論
と
測
定
法
の
研
究
に
従
事
し
た
。 

五
四
年
に
電
子
部
に
移
り
、「
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅲ
」「
同
―
Ⅳ
」

の
開
発
に
一
貫
し
て
参
画
し
た
。
六
〇
年
入
出
力
専
用
計
算
機
「
Ｍ

ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅳ
Ｂ
」
を
開
発
し
た
。
親
計
算
機
「
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅳ
Ａ
」

と
接
続
し
て
割
り
込
み
演
算
を
実
施
す
る
入
出
力
制
御
方
式
を
編
み

出
し
た
。
こ
の
技
術
は
の
ち
に
、
大
型
計
算
機
の
チ
ャ
ネ
ル
方
式
と

し
て
標
準
的
な
方
式
に
な
っ
た
。 

 

日
立
製
作
所
に
移
籍
し
た
高
橋
茂
の
あ
と
、
六
六
年
ま
で
高
速
大

型
計
算
機
「
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅵ
」
の
開
発
に
従
事
し
、
一
九
六
六
年
か

ら
七
二
年
ま
で
通
産
省
が
百
二
十
八
億
円
を
投
じ
た
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
超
高
性
能
電
子
計
算
機
」
の
研
究
開
発
に
参
加
し
た
。 

 

続
い
て
七
二
年
か
ら
八
〇
年
ま
で
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
パ
タ
ー

ン
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
」
の
研
究
開
発
を
主
導
し
た
。
八
〇
年
よ
り

七
年
間
、
筑
波
大
学
で
情
報
工
学
系
教
授
。
八
七
年
か
ら
七
年
間
、

東
京
工
科
大
学
工
学
部
情
報
工
学
科
教
授
を
務
め
、
九
四
年
勲
三
等

瑞
宝
章
を
受
け
た
。 

  

松
崎
磯
一 
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一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
に
生
ま
れ
、
四
九
年
に
旧
制
武
蔵
工
業
専

門
学
校
を
卒
業
し
て
電
気
試
験
所
に
入
っ
た
。
材
料
部
材
料
測
定
研

究
室
に
配
属
さ
れ
、
五
四
年
、
高
橋
茂
に
従
っ
て
電
子
部
に
移
籍
し

た
。
Ｅ
Ｔ
Ｌ
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅲ
に
硬
質
ガ
ラ
ス
の
超
音
波
遅
延
線
を
採

用
し
た
と
き
、
こ
れ
に
貯
え
る
パ
ル
ス
増
幅
整
形
回
路
を
担
当
し
た
。 

 

そ
の
開
発
に
二
週
間
か
か
っ
た
。 

 

そ
れ
を
聞
い
た
周
囲
の
人
が 

 

―
―
松
崎
さ
ん
が
そ
ん
な
に
苦
戦
し
て
い
る
の
か
。 

 

と
驚
い
た
。 

 

そ
れ
ほ
ど
創
意
工
夫
の
名
人
だ
っ
た
。 

 

高
橋
グ
ル
ー
プ
は
引
き
続
き
接
合
型
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
に
よ
る
次
期

モ
デ
ル
の
開
発
に
着
手
し
た
。
こ
の
と
き
磁
気
ド
ラ
ム
の
周
辺
回
路

を
担
当
し
て
い
る
。 

 

六
二
年
、
日
立
製
作
所
に
移
っ
て
導
熱
性
絶
縁
板
（
マ
イ
ラ
ー
シ

ー
ト
）
に
フ
ェ
ラ
イ
ト
コ
ア
を
埋
め
込
む
Ｒ
Ｏ
Ｍ
（Read O

nly 
M
em
ory

＝
読
出
し
専
用
メ
モ
リ
ー
）
を
考
案
し
、「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ

８
４
０
０
」
に
実
装
し
た
。
そ
れ
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム/

３
６
０
モ

デ
ル
４
０
の
Ｒ
Ｏ
Ｍ
と
酷
似
し
て
い
た
。
メ
モ
リ
ー
の
設
計
技
術
で

世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。 

 

八
三
年
日
立
を
退
職
し
た
と
き
、
ミ
ナ
ト
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
か

ら
取
締
役
に
招
聘
す
る
話
が
あ
っ
た
。
し
か
し
松
崎
は
「
自
分
の
性

に
合
わ
な
い
」
と
固
辞
し
、
日
本
工
学
院
専
門
学
校
で
教
師
と
な
る

道
を
選
ん
だ
。
九
三
年
四
月
没
。 

  

相
磯
秀
夫 

 

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
三
月
三
日
、
東
京
に
生
ま
れ
、
五
七
年

に
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
電
気
工
学
専
攻
修
士
課
程
を
修
了
し
た
。 
 

大
学
院
の
学
生
の
う
ち
か
ら
通
産
省
電
気
試
験
所
に
通
い
、
い
つ

の
ま
に
か
「
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
計
算
機
の
研
究
開
発
」
に
参
加
し
、
和

田
弘
、
高
橋
茂
、
西
野
博
二
ら
に
師
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

「
相
磯
君
は
横
浜
の
自
宅
か
ら
永
田
町
の
電
気
試
験
所
に
通
う
途

中
、
毎
朝
、
品
川
の
ソ
ニ
ー
に
立
ち
寄
っ
て
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
を
二

個
、
三
個
と
運
ん
で
く
れ
た
」 

 

と
高
橋
茂
が
書
い
て
い
る
。 

 

Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅲ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
し
、
工

業
技
術
院
電
気
試
験
所
電
子
部
に
技
官
と
し
て
勤
務
し
た
。
日
本
電

気
、
日
立
製
作
所
、
北
辰
電
機
、
松
下
電
器
産
業
、
ウ
ノ
ケ
電
子

（
の
ち
Ｐ
Ｆ
Ｕ
）
と
い
っ
た
国
産
メ
ー
カ
ー
の
計
算
機
開
発
の
技
術

指
導
を
行
い
、
六
〇
年
九
月
に
イ
リ
ノ
イ
大
学
で
非
同
期
式
計
算
機

「
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ⅱ
」
の
開
発
に
参
加
し
た
。 

 
七
一
年
に
慶
應
義
塾
大
学
工
学
部
に
教
授
と
し
て
移
籍
し
、
一
貫

し
て
「
計
算
機
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
」
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
九

五
年
紫
綬
褒
章
を
受
け
た
。 
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二 
  

こ
こ
し
ば
ら
く
東
大
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
、
電
気
試
験
所
の
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ

ｒ
ｋ
―
Ⅲ
な
ど
、
東
京
で
始
ま
っ
た
電
子
計
算
機
の
研
究
開
発
の
こ

と
が
続
い
て
い
る
。
だ
け
で
な
く
東
京
タ
ワ
ー
の
話
も
書
い
た
。
筆

者
と
し
て
は
東
京
以
外
の
都
市
で
の
動
き
も
盛
り
込
み
た
い
の
だ
が
、

な
に
せ
連
合
国
軍
総
司
令
部
が
設
置
さ
れ
て
以
来
、
戦
後
十
年
と
い

う
も
の
、
こ
の
国
は
東
京
を
中
心
に
動
い
て
い
た
。 

 

計
算
機
の
歴
史
を
記
し
た
書
物
や
年
表
に
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
、
Ｆ
Ｕ
Ｊ

Ｉ
Ｃ
、
Ｐ
Ｄ
１
５
１
６
、
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｎ
Ｏ 

１
と
い
っ
た
名
前
が
並
び
、
い
ず
れ
も
東
京
（
も
し
く
は
首

都
圏
）
で
設
計
さ
れ
開
発
さ
れ
た
計
算
機
ば
か
り
で
あ
る
。 

 

で
は
東
京
以
外
の
場
所
は
無
風
で
あ
っ
た
か
を
調
べ
る
と
、
ど
う

や
ら
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
ら
し
い
。 

 

東
が
東
大
で
あ
れ
ば
、
西
は
京
都
大
学
で
あ
ろ
う
。 

 

―
―
や
っ
と
思
い
出
し
て
く
れ
た
か
。 

 

と
喜
ん
で
い
る
の
は
萩
原
宏
と
い
う
研
究
者
で
あ
る
。 

 

一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
）、
石
川
県
の
金
沢
市
に
生
ま
れ
、
五

〇
年
京
都
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
を
卒
業
し
た
。
普
通
、
大
学
院

に
進
み
誰
某
の
研
究
室
で
研
究
開
発
に
い
そ
し
む
の
が
大
学
研
究
者

の
常
道
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
人
物
は
日
本
放
送
協
会

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の
技
術
研
究
所
に
入
っ
て
電
子
回
路
や
情
報
理
論
、
通

信
方
式
な
ど
の
研
究
に
従
事
し
た
。 

 

五
七
年
、
母
校
の
京
都
大
学
工
学
部
に
移
っ
て
計
算
機
の
研
究
開

発
に
専
念
し
た
。 

 

当
時
の
状
況
を
萩
原
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。 
  

昭
和
三
十
三
年
に
京
大
の
最
初
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
Ｋ
Ｄ
Ｃ
―
１

の
予
算
が
つ
い
た
わ
け
で
す
。
と
に
か
く
東
大
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、
真
空

管
を
使
っ
て
我
が
国
で
最
初
に
設
計
・
製
作
さ
れ
た
の
で
す
が
、
も

た
も
た
し
て
、
動
き
だ
し
て
か
ら
も
ひ
弱
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
仙

台
（
東
北
大
）
の
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｃ
も
、
あ
れ
は
あ
れ
で
ご
た
ご
た
し
て

あ
ま
り
う
ま
く
な
か
っ
た
。
で
、
京
大
は
も
う
絶
対
確
実
に
動
く
も

の
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
か
ん
。
そ
こ
で
、
学
内
で
い
ろ
い
ろ
検
討

し
て
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
使
っ
て
日
立
（
製
作
所
）
で
や
っ
て
も
ら
お

う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
日
立
に
お
願
い
し
て
Ｋ
Ｄ
Ｃ
―

１
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
う
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
る
も
の
だ
か
ら
Ｋ
Ｄ

Ｃ
―
１
は
絶
対
確
実
に
。
ス
ピ
ー
ド
は
も
う
二
の
次
で
絶
対
に
安
全

に
と
い
う
事
で
や
り
ま
し
た
。 

 
（
中
略
） 

 
そ
の
頃
に
京
大
で
数
理
工
学
科
が
出
来
て
、
数
理
工
学
科
の
計
算

機
の
講
座
を
、
お
前
や
れ
と
い
う
事
に
な
っ
て
、
僕
は
電
子
工
学
科

か
ら
移
っ
て
教
育
を
始
め
る
と
同
時
に
、
研
究
と
し
て
何
か
新
し
い
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も
の
を
と
い
う
話
で
、
文
部
省
の
科
学
研
究
費
を
申
請
し
ま
し
た
。

そ
の
時
の
科
研
費
の
テ
ー
マ
が
『
超
高
速
電
子
計
算
機
の
基
礎
的
研

究
』
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

  

「
Ｋ
Ｄ
Ｃ
」
と
い
う
の
は
「
京
都
大
学
電
子
式
計
算
機
」（
Ｋ
：

Ｋ
ｙ
ｏ
ｄ
ａ
ｉ
、
Ｄ
＝
Ｄ
ｅ
ｎ
ｓ
ｈ 

Ｃ
：
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
か
ら

命
名
さ
れ
て
い
る
。
実
際
は
ゼ
ロ
か
ら
設
計
し
た
の
で
な
く
、
電
気

試
験
所
の
「
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｖ
」
が
ベ
ー
ス
だ
っ
た
。 

 

で
は
何
が
特
徴
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
初
め
て
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
・

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
演
算
素
子
に
採
用
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
ク
ロ
ッ
ク

周
波
数
は
二
三
〇
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
で
浮
動
小
数
点
演
算
機
能
を
備
え
、

か
つ
磁
気
ド
ラ
ム
、
磁
気
コ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
、
磁
気
テ
ー
プ
装
置

も
併
せ
て
開
発
さ
れ
た
。 

 

稼
動
し
た
の
は
五
九
年
の
十
二
月
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
京
大
は

専
用
の
「
京
都
大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
た
。
そ
れ
が
国
立

大
学
で
初
め
て
の
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。 

 

当
時
、
京
都
大
学
工
学
部
の
三
年
生
だ
っ
た
鎌
田
輝
男
（
福
山
大

学
工
学
部
教
授
）
は
自
身
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ち
ら
し
寿
司
」
で
次

の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。（
文
章
マ
マ
） 

  

大
学
に
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｃ
―
１
と
い
う
名
前
の
日
立
電
気
の
大
型
計
算

機
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
用
い
て
、
メ
モ
リ
は
四

千
語
（
古
い
こ
と
な
の
で
記
憶
も
定
か
で
は
な
い
）
程
度
、
操
作
卓

（
こ
れ
が
本
当
の
コ
ン
ソ
ー
ル
）
に
は
、
押
し
ボ
タ
ン
と
ラ
ン
プ
が

ズ
ラ
ッ
と
配
置
さ
れ
て
、
ピ
カ
ピ
カ
点
滅
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
何
し
ろ
、
ラ
ン
プ
の
点
滅
状
況
を
見
て
い
れ
ば
、
今
、
計

算
機
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ど
の
辺
を
処
理
し
て
い
る
か
が
分
か
っ
た
も

の
だ
。 

  

「
日
立
電
気
」
は
日
立
製
作
所
の
書
き
間
違
い
で
あ
ろ
う
。 

  

プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
は
、
機
械
語
の
み
で
、
ア
セ
ン
ブ
ラ
も
な
く
、

一
応
、
記
号
で
ソ
ー
ス
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
が
、
あ
と
は
、
対
応

コ
ー
ド
と
番
地
の
計
算
を
し
て
、
十
四
桁
？
の
数
値
で
表
し
て
、
こ

れ
を
紙
テ
ー
プ
に
パ
ン
チ
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
デ
バ
ッ
グ
は
、
パ

ン
チ
の
し
直
し
に
な
る
の
で
、
簡
単
な
と
こ
ろ
は
パ
ン
チ
の
穴
あ
け

と
穴
埋
め
を
行
っ
た
。
テ
ー
プ
の
穴
を
見
て
文
字
を
読
ん
で
い
た
の

だ
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｉ
コ
ー
ド
や
二
進
数
と
い
う
も
の
を
体
で
覚
え

て
い
た
。 

 
（
中
略
） 

 
今
か
ら
考
え
る
と
、
現
在
の
電
卓
程
度
の
能
力
も
持
た
な
い
計
算

機
で
、
相
関
関
数
や
パ
ワ
ー
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
計
算
も
や
っ
て
い
た

の
だ
か
ら
、
す
ご
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
後
に
な
っ
て
、

今
で
い
う
ア
セ
ン
ブ
ラ
も
導
入
さ
れ
た
が
、
使
い
方
が
面
倒
で
Ｆ
Ｏ
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Ｒ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
が
動
く
次
世
代
の
Ｋ
Ｄ
Ｃ
―
２
が
導
入
さ
れ
た
の
で
、

使
用
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
Ｋ
Ｄ
Ｃ
―
１
を
使
用
し
な
く
な
っ
た

の
で
、
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
処
分
し
て
し
ま
っ
た
。
最
初
に
利
用
し

た
デ
ジ
タ
ル
計
算
機
の
記
念
と
し
て
と
っ
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
思

っ
て
い
る
。 

 

五
九
年
に
完
成
し
た
Ｋ
Ｄ
Ｃ
―
１
は
そ
の
後
十
五
年
間
に
わ
た
っ
て

現
役
を
務
め
た
。
日
立
製
作
所
が
「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
１
０
２
Ｂ
」
の
名

で
商
品
化
し
、
経
済
企
画
庁
な
ど
に
納
入
さ
れ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

京
大
の
萩
原
の
こ
と
を
続
け
る
。 

 

日
本
情
報
処
理
学
会
の
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
パ
イ
オ
ニ
ア
紹
介
』

を
引
用
す
る
。 

  

一
九
五
八
年
京
都
大
学
第
一
号
電
子
計
算
機
（
Ｋ
Ｄ
Ｃ
―
１
）
の

計
画
の
発
足
と
と
も
に
そ
の
開
発
に
参
画
し
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
、
ダ

イ
オ
ー
ド
を
素
子
と
し
て
安
定
確
実
な
動
作
を
目
標
に
開
発
を
進
め
、

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
回
路
の
改
良
を
は
じ
め
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
信
頼
性

向
上
に
努
力
し
、
ま
た
、
基
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
当
た
っ
た
。

引
き
続
い
て
計
算
機
の
高
速
化
の
研
究
を
進
め
、
一
九
六
一
年
よ
り
、

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
御
、
非
同
期
方
式
の
計
算
機
（
Ｋ
―
Ｔ
パ

イ
ロ
ッ
ト
）
の
開
発
を
行
っ
た
。
こ
の
計
算
機
は
我
が
国
最
初
の
本

格
的
な
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
方
式
で
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
可
変
に
す
る
こ
と
に
よ
り
機
械
命
令
を
目
的
に
応
じ
て
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
回
路
の
非
同
期
動
作
に
よ
る
高
速
化
、
さ

ら
に
磁
性
薄
膜
記
憶
の
利
用
な
ど
に
よ
り
、
高
速
計
算
機
を
実
現
し

た
。
こ
の
成
果
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｃ
―
３
４
０
０
と
し
て
商
用
化
さ
れ
、

こ
れ
を
利
用
し
て
、
ア
セ
ン
ブ
ラ
お
よ
び
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
、
Ａ
Ｌ

Ｇ
Ｏ
Ｌ
６
０
の
コ
ン
パ
イ
ラ
の
研
究
開
発
を
行
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
さ
ら
に
処
理
の
高
速
化
を
図
る
た
め
，
並
列
処
理
方
式

の
研
究
を
進
め
、
一
九
七
四
年
よ
り
、
一
つ
の
マ
イ
ク
ロ
命
令
に
よ

り
レ
ジ
ス
タ
―
Ａ
Ｌ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
四
個
の
同
時
動
作
を
行
う
マ
イ

ク
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
御
に
よ
る
低
レ
ベ
ル
並
列
処
理
計
算
機
Ｑ
Ａ
―

１
を
試
作
し
、
図
形
処
理
そ
の
他
に
応
用
を
試
み
た
。
引
き
続
き
、

さ
ら
に
本
格
的
な
応
用
の
た
め
、
規
模
の
大
き
い
Ｑ
Ａ
―
２
を
開
発

し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
い
わ
ゆ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
マ
イ
ク
ロ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
方
式
で
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
自
由
に
変
更

で
き
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
応
用
に
柔
軟
に
対
処
で
き
、
図
形
や
信

号
の
処
理
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
の
処
理
そ
の
他
の
研
究
に
広
く
活
用

し
た
。 

 

一
九
九
〇
年
京
都
大
学
定
年
退
官
後
は
龍
谷
大
学
理
工
学
部
教
授
、

京
都
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
院
情
報
工
学
研
究
所
長
と
し
て
、
教
育
研
究
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に
当
た
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
情
報
処
理
学
会
理
事
、
副
会
長
、
会

長
を
歴
任
し
、
ま
た
、
日
本
学
術
会
議
第
十
六
期
（
一
九
九
四
年
七

月
〜
一
九
九
七
年
七
月
）
会
員
（
第
五
部
）
と
な
り
、
情
報
工
学
研

究
連
絡
委
員
会
委
員
長
を
務
め
た
。
ま
た
、
著
書
と
し
て
は
共
著
、

分
担
執
筆
を
含
め
て
二
十
二
編
、
学
会
誌
等
の
発
表
論
文
は
七
十
五

編
を
数
え
る
。 

  

萩
原
の
名
を
知
ら
し
め
た
の
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｃ
―
１
の
あ
と
に
取
り
組

ん
だ
「
Ｋ
Ｔ
―
パ
イ
ロ
ッ
ト
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
本
編
の
時

制
か
ら
や
や
下
る
こ
と
に
な
る
が
、
次
の
巻
で
語
る
内
容
に
か
か
わ

る
こ
と
な
の
で
今
の
う
ち
に
書
い
て
お
く
。 

 

―
―
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
の
は
、
第
二
室

戸
台
風
の
と
き
だ
っ
た
。 

 

と
萩
原
は
記
録
を
残
し
て
い
る
。 

 

第
二
室
戸
台
風
と
い
う
の
は
、
気
象
庁
の
記
録
上
で
は
「
台
風
十

八
号
」
と
さ
れ
る
。 

 

一
九
六
一
年
九
月
十
六
日
午
前
九
時
過
ぎ
に
高
知
県
室
戸
岬
に
上

陸
し
、
関
西
地
方
を
直
撃
し
て
能
登
半
島
を
沿
っ
て
日
本
海
に
抜
け

た
。
ば
か
り
で
な
く
、
北
海
道
西
岸
を
掠
め
、
サ
ハ
リ
ン
付
近
か
ら

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
進
ん
だ
。 

 

猛
烈
な
風
が
吹
い
た
。
室
戸
岬
で
最
大
瞬
間
風
速
八
十
四
・
五
メ

ー
ト
ル
、
勢
力
が
衰
え
た
新
潟
で
も
四
十
四
・
五
メ
ー
ト
ル
を
記
録

し
て
い
る
。
大
阪
市
で
は
高
潮
に
よ
り
市
の
西
部
か
ら
中
心
部
に
か

け
て
が
浸
水
し
、
暴
風
の
た
め
に
家
屋
が
倒
壊
し
、
屋
根
が
吹
き
飛

ば
さ
れ
た
。 

 

そ
の
暴
風
が
吹
き
荒
れ
る
中
、
京
大
工
学
部
一
号
館
三
階
の
一
室

に
い
た
の
は
萩
原
と
東
京
芝
浦
電
気
の
若
き
エ
ン
ジ
ニ
ア
天
羽
浩
平

で
あ
る
。 

 

そ
の
二
人
の
回
想
。 

 

萩
原 

Ｋ
Ｄ
Ｃ
―
１
の
次
に
今
度
は
速
い
ヤ
ツ
を
開
発
し
た
い
と
考 

え
た
。
そ
の
時
、
東
芝
が
シ
リ
コ
ン
の
メ
サ
型
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
一

番
速
い
の
を
試
作
し
て
い
た
。
そ
れ
で
東
芝
で
や
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
話
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
こ
ろ
僕
は
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
と
い
う
の
が
あ
る
よ
、
と
い
う
話
を
あ
る
人
か
ら
聞
い
て

い
た
。
し
か
し
当
時
、
三
十
メ
ガ
の
ク
ロ
ッ
ク
の
分
配
は
、
と
て
も

じ
ゃ
な
い
け
ど
も
大
変
だ
と
い
う
の
で
、
そ
れ
じ
ゃ
ク
ロ
ッ
ク
を
使

わ
ず
に
や
ろ
う
と
考
え
た
わ
け
で
す
。
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
や

る
の
な
ら
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
入
れ
替
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
話
を
持
ち
出
し
ま
し
た
。 

天
羽	
 

そ
う
い
う
も
ろ
も
ろ
の
新
機
軸
を
Ｋ
Ｔ
―
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
や

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
六
一
年
の
四
月
か
五
月
ご
ろ
か
ら
打
ち
合
わ

せ
を
始
め
た
わ
け
で
す
。
九
月
に
な
っ
て
図
面
も
ま
と
ま
っ
た
し
、

回
路
の
方
も
固
ま
っ
た
と
い
う
の
で
京
都
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
。
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そ
の
時
に
台
風
が
来
た
わ
け
で
す
よ
。 

萩
原 

あ
の
こ
ろ
米
国
の
イ
リ
ノ
イ
大
学
で
開
発
さ
れ
た
「
Ｉ
Ｌ
Ｌ

Ｉ
Ａ
Ｃ
２
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
の
真
似
を
し
た
ら
素
子
が

非
常
に
沢
山
必
要
に
な
っ
て
大
変
な
ん
で
す
。
そ
こ
で
マ
イ
ク
ロ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
や
る
ん
だ
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
命
令
ご
と
に
出
す
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
シ
グ
ナ
ル
を
非
同
期
的
に
制
御
し
て
、
そ
れ
を
マ
イ
ク
ロ
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
種
類
に
よ
っ
て
変
え
る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
だ
ろ

う
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
加
算
は
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
所

要
時
間
が
変
わ
る
の
で
、
桁
上
げ
の
伝
播
終
了
を
も
っ
て
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
シ
グ
ナ
ル
を
出
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
移
る
よ
う
に
し
た
。
そ

の
後
に
東
芝
の
研
究
所
で
磁
性
薄
膜
の
メ
モ
リ
ー
が
試
作
さ
れ
た
。

こ
れ
は
容
量
は
少
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
速
い
ん
で
す
。 

天
羽 

容
量
は
百
二
十
八
語
で
し
た
ね
。
そ
の
装
置
を
付
け
た
ん
で

す
。 

萩
原 

付
け
た
の
は
良
か
っ
た
ん
だ
け
ど
も
調
整
に
苦
労
し
ま
し
た
。

な
に
せ
磁
性
薄
膜
で
し
ょ
う
。
外
部
磁
界
の
影
響
を
受
け
る
わ
け
で

す
。
そ
れ
で
二
重
シ
ー
ル
ド
に
し
て
、
調
整
す
る
た
め
に
フ
タ
を
開

け
て
調
整
し
て
、
そ
の
状
態
で
う
ま
く
動
く
よ
う
に
し
た
。
と
こ
ろ

が
動
か
な
い
。
結
局
、
地
磁
気
が
問
題
だ
っ
た
。
あ
れ
は
い
い
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。 

  

当
時
、
計
算
機
の
速
度
を
比
較
す
る
方
法
と
し
て
、
円
周
率
の
小

数
点
以
下
の
何
桁
か
ま
で
を
計
算
す
る
の
に
要
す
る
時
間
を
競
う
こ

と
が
流
行
っ
て
い
た
。
萩
原
は
Ｋ
Ｔ
―
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
小
数
点
以
下

百
桁
ま
で
を
計
算
す
る
こ
と
に
し
た
。
つ
ま
り
一
命
令
で
百
桁
の
計

算
を
す
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
た
。 

 

驚
異
的
に
速
か
っ
た
。 
 

そ
れ
を
聞
い
た
他
の
大
学
の
研
究
者
は
、 

 

―
―
そ
ん
な
に
速
く
計
算
が
出
来
る
は
ず
が
な
い
。 

 

と
言
っ
た
。  

 

―
―
萩
原
は
嘘
を
つ
い
て
い
る
。 

 

と
ま
で
言
っ
た
。 

 

だ
が
そ
れ
は
間
違
い
の
な
い
事
実
だ
っ
た
。 

 

萩
原
と
天
羽
は
六
二
年
に
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
で
開
か
れ
た

情
報
処
理
国
際
連
合
（
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｐ
）
の
会
議
に
論
文
を
発
表
し
た
。

す
る
と
海
外
の
研
究
者
が
驚
異
の
目
で
二
人
を
見
た
。 

 

そ
れ
と
い
う
の
は
、
二
人
が
達
成
し
た
の
は
世
界
初
の
マ
イ
ク
ロ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
実
装
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
技
術
が
計
算
機
の
処
理
速
度
を
大
き
く
左
右
す
る
と
い
う
こ
と
が
、

研
究
者
た
ち
に
認
識
さ
れ
た
の
は
こ
の
と
き
だ
っ
た
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

大
橋
幹
一 
お
お
は
し
・
か
ん
い
ち
：
一
九
四
二
年
当
時
の
電
気
試
験
所
所

長
だ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
の
前
、
漢
字
を
印
字
で
き
る
電
報
装
置
の
開
発
な

ど
に
従
事
し
た
。
黒
澤
貞
次
郎
が
考
案
し
た
カ
ナ
・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
電

信
装
置
と
結
び
つ
け
た
。 

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
８
０
０
０
シ
リ
勖
ズ	
 

一
九
六
五
年
に
発
表
さ
れ
た
日
立
製
作

所
の
汎
用
電
子
計
算
機
で
、ア
メ
リ
カ
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
か
ら
技
術
供
与
を
受
け
た
。

当
初
は
小
型
機
で
ス
タ
ー
ト
し
、
の
ち
に
大
型
機
ま
で
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
、

七
二
年
発
表
の
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ 

Ｍ
シ
リ
ー
ズ
の
基
礎
を
形
成
し
た
。 

Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ 

D
enden Inform

ation Processing System

：
日
本
電
信
電

話
公
社
が
デ
ー
タ
通
信
サ
ー
ビ
ス
用
に
六
八
年
か
ら
日
本
電
気
、
富
士
通
、

日
立
製
作
所
と
共
同
で
開
発
に
着
手
し
た
。 

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ	
 

Ｍ
シ
リ
勖
ズ	
 

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
８
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
と
電
電
公

社
の
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
た
技
術
を
も
と
に
、
富
士
通
と
日
立
製

作
所
が
共
同
で
設
計
し
た
。
富
士
通
も
同
じ
「
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
」
と
い
う
名
称

を
使
っ
た
が
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
互
換
と
い
う
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

ー
の
み
が
同
じ
で
Ｏ
Ｓ
や
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
は
異
な
っ
て
い
る
。
日
立
製
作
所

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
の
中
核
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
代
表
的
機
種
だ
っ
た
。 

ミ
ナ
ト
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス	
 

一
九
五
一
年
四
月
、
東
京
都
港
区
に
設
立
さ

れ
た
「
港
通
信
製
作
所
」
が
七
二
年
に
社
名
を
変
更
し
た
。
八
一
年
に
本
社

を
横
浜
市
緑
区
に
移
転
し
て
い
る
。
メ
モ
リ
ー
テ
ス
タ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

機
器
の
開
発
な
ど
に
定
評
が
あ
る
。 

Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ⅱ 

Illinoi A
utom

atic Com
puter

：
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
工

学
部
を
中
心
に
一
九
五
〇
年
か
ら
設
計
が
開
始
さ
れ
、
の
ち
の
科
学
技
術
計

算
用
高
速
計
算
機
の
原
型
と
な
っ
た
。
複
数
の
演
算
装
置
を
内
蔵
し
同
一
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
分
割
し
て
並
列
で
処
理
す
る
マ
ル
チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
方
式
を

採
用
、
モ
デ
ル
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
ま
で
が
開
発
さ
れ
た
。
日
本
電
信
電
話
公
社
武
蔵

野
通
信
技
術
研
究
所
の
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ 

１
に
も
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の

技
術
が
応
用
さ
れ
て
い
る
。 

Ｋ
Ｄ
Ｃ
剹
１ 

一
九
五
九
年
の
暮
れ
に
本
体
部
が
稼
働
し
、
浮
動
小
数
点
演

算
部
を
含
め
本
体
の
す
べ
て
が
一
九
六
〇
年
四
月
に
完
成
し
た
。
六
一
年
一

月
国
立
大
学
初
の
計
算
セ
ン
タ
ー
「
電
子
計
算
機
室
」
が
発
足
し
，
同
年
四

月
か
ら
全
学
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
。 

鎌
田
輝
男 

か
ま
だ
・
て
る
お
／
１
９
３
１
〜 

：
香
川
県
多
度
津
に
生
ま

れ
、
丸
亀
高
校
か
ら
京
都
大
学
工
学
部
建
築
学
科
に
進
ん
だ
。
一
九
六
六
年

京
都
大
学
工
学
部
助
手
か
ら
八
一
年
福
山
大
学
工
学
部
助
教
授
、
教
授
（
ハ

イ
テ
ク
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
教
授
兼
任
）
を
経
て
二
〇
一
一
年
名
誉
教
授
、

一
四
年
福
山
大
学
工
学
部
教
授
と
な
っ
た
。 

ホ
勖
ム
ペ
勖
ジ
助
ち
ら
し
寿
司
努 http://w

w
w
5b.biglobe.ne.jp/̃t-kam

a 
da /CBuilder/profile.htm

 /CBuilder/profile.htm
 

天
羽
浩
平 

あ
も
う
・
こ
う
へ
い
／
１
９
２
８
〜 

：
中
国
・
大
連
に
生
ま

れ
、
五
二
年
東
京
大
学
電
気
工
学
科
を
出
て
東
京
芝
浦
電
気
に
入
っ
た
。
入

社
と
同
時
に
第
一
回
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
留
学
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス

を
学
ん
だ
。
博
士
号
を
取
得
し
て
五
六
年
に
帰
国
、
五
八
年
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

ー
式
電
子
計
算
機
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｃ
２
１
０
０
」「
同
３
１
０
０
」
を
開
発
、

六
一
年
か
ら
京
都
大
学
の
Ｋ
Ｔ
―
パ
イ
ロ
ッ
ト
計
画
に
参
加
し
て
マ
イ
ク
ロ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
を
初
め
て
実
装
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。 

 

の
ち
日
本
電
気
と
東
芝
が
電
子
計
算
機
を
共
同
で
開
発
し
た
際
、
東
芝
側
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の
代
表
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
を
率
い
、
汎
用
機
「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
」

を
作
り
上
げ
た
。
さ
ら
に
日
本
語
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
や
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
企
画
・
設
計
に
も
参
加
し
て
い
る
。日
本
オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
副
社
長
、

東
芝
常
務
を
経
て
日
本
サ
ン
・
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
社
長
、会
長
を
務
め
、

九
一
年
外
資
系
情
報
産
業
研
究
会
初
代
会
長
に
就
任
し
た
。 
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